
 

SSH事業で始まった科学課題研究の学校教育での役割 

The Role of SSH Driven Scientific Research in School Education 

 

秋山繁治 

AKIYAMA Shigeharu 

山脇学園中学校・高等学校 

Yamawaki Junior & Senior High School 

 

スーパーサイエンスハイスクール（以下，SSH）事業は，2002年に「将来の国際的な科学系人材を育成するこ

とを目指し，理数系教育に重点を置いた研究開発を行う」ことを目的に立ち上げられた事業である．SSH事業の

大きな成果の一つに，科学課題研究の有効性を示すことができたことがある．科学課題研究の「学習によって育

成された能力を統合し，課題の発見・解決に取り組む」という一連の探究活動を盛り込んだ新科目「理数探究基

礎」「理数探究」が，2018年に告示された高等学校学習指導要領で新設された． 

本報告では，告示前の段階の2006年度から2期10年間のSSH事業で，女子生徒の理系進学支援を研究課題

として構築した教育プログラム（「知識」と「体験」を「研究（科学課題研究）」に集約する）の実践による生徒の

変容を紹介し，改めてSSH事業の役割を検証したい． 
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Ⅰ．ＳＳＨ事業の検証 

文部科学省科学技術学術政策研究所の報告（2015）

によれば，SSH事業は，科学技術人材育成の推進を中

等教育段階から開始することができるという画期的

な取り組みであり，「研究指定校」という役割を持たせ

ることで，学習指導要領の枠組みを超えたカリキュラ

ム編成を可能にしたとあり，そして，「新たな教育プロ

グラム開発」と「科学技術系人材育成」という2つの

側面で俯瞰して検証されている． 

(1) SSH校の理系進学率は全国平均に比べ，2~3倍

程度高い． 

(2) 都市部のSSH校に比べ，地方のSSH校の国公

立理系進学率が高い． 

(3) SSH 事業に関与している教員比率が高い SSH

校では，理系進学率が高い． 

(4) 学習指導要領によらない教科内容を積極的に実

施する学校では，国公立理系進学率が低い傾向

がある． 

そして，SSH事業拡大とともに，指定校の特性も多

様化が進む中で，各学校の取り組みによって向上した

生徒の多様な学力を評価できるような取り組みが求

められている． 

 

Ⅱ．女子の理系進学支援を目的にした取り組み 

筆者は勤務校であった私立女子校（以下A高校）の

SSH 申請を提案し，2006 年度から 2015 年度までの

2 期 10 年間 SSH 主任として事業を推進した．また，

2017 年度から 2021 年度までの 5 年間は大学の中等

教育理科教員養成，地元公立高校生物部の指導，SSH

運営指導委員（私立 1 校，公立 2 校）の任にあった． 

1. 期間 

A 高校における SSH 第一期（2006 年度から 2010

年度）の研究課題は，「生命科学コースの導入から出発

する女性の科学技術分野での活躍を支援できる女子

校の教育モデルの構築」とした．当時は，全国的に薬

学部新設が続いた頃で，女子生徒の医療分野への進学

が加速していることを背景に，教育モデルとして「生

命科学コース」（主対象１クラス）を立ち上げ，女子生

徒の理系進学支援をコンセプトに，「知識」と「体験」

を「研究」に集約するという科学課題研究を中心に据

えた教育プログラムの開発を試みた．より高いレベル

の研究に取り組める体制をつくれば，それに伴って前

向きに学ぶ姿勢や基礎知識，学力が身につくと考え，

大学研究室での教育スタイルを導入し，その成果を検

証した． 

引き続き、A高校におけるSSH第二期（2011年度
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から2015年度）の研究課題は，「次代の科学技術を担

う女性研究者としての基盤育成を目指す教育モデル

の構築と成果普及・地域連携の強化による，科学技術

分野における男女共同参画の推進」とした．特に，成

果を普及する事業として，女子生徒による科学研究発

表会を学校の垣根を越えた全国の女子高校生のネッ

トワーク構築に貢献する交流会として成立させるこ

とを目指した． 

その後，5年間（2016年度から2020年度）は，女

子生徒による科学研究発表会に接続する地区大会（東

北・近畿・中国・四国・九州）の創設と，筆者の大学

への転任を機に自身の研究室を地元高校生にオープ

ンラボとして開放し，科学課題研究を推進することに

取り組んだ． 

2. 実施内容 

新たな教育プログラムには，「知識」・「体験」・「研究」

に関連する科目として，以下の科目を盛り込んだ． 

「知識」では，課題研究に必要な知識や技術を得る

ために「生命科学基礎」・「実践英語」・「生命」を設定

した． 

「体験」では，多様な自然体験ができるように「自

然探求Ⅰ」（森林実習）・「自然探求Ⅱ」（臨海実習）・自

然探求A（マレーシア環境学習）を設定し，野外実習

を盛り込んだ内容を実施した． 

「研究」では，「生命科学課題研究」を設定し，生徒

を研究内容別にグループ分けし，大学の研究室の指導

者と大学生のような関係を築くことを目指した． 

また，教育プログラムを開発していくうえでは，①

ロールモデルの提示，②直接体験の重視，③リーダー

シップの育成，④国際性の育成，という４つの視点を

意識した． 

 

Ⅲ．結果 

科学課題研究を中心に据えた教育プログラムの実

施による生徒の変容については，各学年の生徒を対象

にアンケート調査を実施した． 

1. 1年生について 

1 年生を対象に，7 月と 2 月の年２回，学習に関す

る意識の変化を調査した．各項目について「かなりあ

てはまる」の４から「全くあてはまらない」の１まで

の４段階で回答．生命科学コースと文理コース（生命

科学コース以外）に分けて10項目で比較した． 

 

 

A高校における 1年生のSSH事業は 8月から本格

的に始まる。当然ではあるが，「⑨理科の学習に興味が

ある」，「⑩SSH活動は勉強に役立つ」はコースの特性

もあり，生命科学コースが7月の時点から既に高いス

コアを示した．他の項目は，7 月の時点では両コース

とも，まだ大きな差はないが，2 月には全般的に生命

科学コースが大きく伸長した．特に伸びの大きい項目

は「②学習で新しい興味を持った」，「④発表の仕方が

分かる」，「⑦英語の学習に興味がある」，「⑧数学の学

習に興味がある」などである． SSH 事業での体験は

②に有効であり，研究発表を聞く機会が多いことは④

に有効である．  
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2. 2年生について 

2年生も 1年生と同時期に行った学習に関する意識

調査を行った．各項目について「かなりあてはまる」

の４から「全くあてはまらない」の１までの４段階で

回答．2年生については前年１年生の 2回の調査から

継続させて4回分を示している． 

 

 

 

 

2 年生の生命科学コースは浮き沈みの激しいグラフ

が多い．1 年生で好ましく出たものが一度下がり，ま

た上がる．「③情報の集め方がわかる」と「④成果の発

表方法がわかる」は課題研究を進める過程や学会等で

の発表が大きく関係している．また，A高校では，生

命科学コースとは別の文理コース在籍者にも課題研

究を選択する生徒がいる．このコースにおいても③と

④の指標について，低い数値から徐々に伸びてきてい

る． 

2 年生の学習に関する意識調査のなかで，特に課題

研究に関連する項目に絞って，5年間（4年分）の推移

を見たのが次のグラフである． 

 

 

 

各々の基準による主観的な回答であるため，スター

トの高さは異なるが，全体的な基調や両コースの開き

具合は読み取ることができる．各項目とも右上がりで

あり，文理コースと生命科学コースの開きが縮小して

いる．これは，文理コースも課題研究や自由研究など，

生徒の主体的な学習行動を支援し，奨励するアクティ

ブラーニングを両コースで徐々に取り入れているこ

とが反映しているものと考えられる． 

 

3. 3年生について 

3年生については次の16項目の興味・姿勢・能力が

希望進路の実現に必要だったかどうかを質問した． 

必要で向上した項目には，「粘り強さ」，「成果を発表

する力」，「自主性」，「協力する姿勢」などがあるが，

一年前（2 年生）の時と結果は類似しており，いずれ

も科学課題研究に取り組む上で必要な項目であった． 

 

 

21



Ⅳ．考察 

SSH事業には，「新たな教育プログラム開発」と「科

学技術系人材育成」という2つの側面がある．その両

面を支えているのが科学課題研究の実践である．「新

たな教育プログラム開発」では，科学課題研究の教育

効果は認められ，2022年度から年次進行で実施されて

いる高等学校新学習指導要領での科目「理数探究基礎」

「理数探究」の新設につながっている．A高校の取り

組みでも，科学課題研究を中心に据えた教育カリキュ

ラムを実施することで，生徒の意欲・関心の向上，理

系進路選択の増加の効果がでている．「科学系人材育

成」では，SSH指定後18年目で，大学の研究者として

助教・特任助教のポストで研究を続けている卒業生，

大学院で博士前期課程を1年で飛び級して博士後期課

程を終え，さらに海外学振を受け，HFSP フェローシ

ップを得て海外で研究に取り組んでいる卒業生を輩

出している．当初，「地方の私立女子校で新しい科学教

育プログラムができるのか」という疑問の声を受けて

の船出だったが，理系進路に向けて前向きに取り組め

る教育環境を整えることができたと考えている． 

なお，文部科学省科学技術学術政策研究所の報告

（2015）で，学習指導要領によらない教科内容を積極

的に実施する学校では，国公立理系進学率が低い傾向

がある」とあるが，A高校のように系列大学が文系で，

多くが文系に進学する学校で SSH 事業を導入したこ

とによって女子生徒の理系進学支援が大きく進展し

たことは事実であり、平均的に捉えられない実例にも

教育改革のヒントがあることを考えてもらいたい． 

Ⅴ．おわりに 

文部科学省科学技術学術政策研究所の報告（2015）

には，「SSH 事業拡大とともに，指定校の特性も多様

化が進む中で，各学校の取り組みによって向上した生

徒の多様な学力を評価できるような取り組みが求め

られている」とある． 

科学課題研究についての評価については，多くの学

校で試行錯誤が続いている．例えば，SSH校の清真学

園高等学校では，２つの方法（①探究PL カードを使

った生徒の自己評価，②学校独自のルーブリックの評

価）を併用して評価している．各学校の現状に応じて，

生徒の学習活動を支援する視点で評価方法を考える

ことが必要であろう． 
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